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二

前
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
が
百
万
円
を
超
え
る
こ
と
。

三

第
一
号
ニ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
工
事
に
要
し
た
費
用
の
額
が
五
十
万
円
を
超

え
る
こ
と
。

２

法
附
則
第
十
一
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
改
修
工
事
を
行
つ
た
改
修
工
事
対
象
住
宅
で
政
令
で
定
め
る
も
の

は
、
住
宅
性
能
向
上
改
修
住
宅
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
三
十
七
条
の
十
八
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
自
動
車
は
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四

条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
並
び
に
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十

九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
車
両
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
自

動
車
の
う
ち
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
番
号
及
び
標
識
を
付
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
条
の
二
の
二
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
平
成
二
十
七
年

三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
陶

磁
器
製
造
業
、」を
削
り
、「
製
造
工
程
に
お
け
る
焼
成
又
は
乾
燥
の
用
途
、
こ
れ
ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
項

の
表
陶
磁
器
製
造
業
の
項
を
削
り
、
同
表
鉱
物
（
岩
石
及
び
砂
利
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
掘
採

事
業
の
項
中
「
さ
く
岩
機
」
を
「
削
岩
機
」
に
改
め
、同
表
た
い
肥
製
造
業
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
項
中「
た

い
肥
製
造
業
」
を
「
堆
肥
製
造
業
」
に
、「
た
い
肥
の
」
を
「
堆
肥
の
」
に
、「
又
は
た
い
肥
」
を
「
又
は
堆
肥
」
に
改

め
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
通
信
の
用
に
供
す
る
機
械
又
は
自
動
車
に
類
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
レ
ー
ダ
ー
、
射
撃
統
制
装
置
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
十
条
の
二
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

11

法
附
則
第
十
二
条
の
二
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
防
軍
と
の
間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府

と
の
間
の
協
定
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ヘ

中
「
三
千
立
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
六
千
立
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
号
ト

中
「
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
六
千
平
方
メ
ー
ト

ル
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
附
則
第

十
五
条
第
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
千
万
円
」
を
「
四
千
万
円
」
に

改
め
、
同
条
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三

項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条

第
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
及
び
第
十

七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
附
則
第
十

五
条
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
を

「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

二
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
一
項
及
び
第
二
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
及
び
第
二
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条

第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
一
項
」
を「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
三
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
八

項
及
び
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三

十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、「
護
岸
」
の
下
に「（
改
良
さ

れ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
良
に
よ
つ
て
高
さ
を
増
し
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、同
条
第
三
十
一
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
二
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
二
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま

で
の
規
定
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、同
条
第
三
十
五
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条

第
三
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

38

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
技
術
基
準
対
象
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、護
岸
、

岸
壁
及
び
物
揚
場
と
す
る
。

附
則
第
十
一
条
の
二
第
三
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成

二
十
九
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
に
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
に
」
に
、「
平
成
二

十
四
年
度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
一
般
農
地
等
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
度
に
」
を
「
平
成
二
十
八
年

度
に
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
一
般
農
地
等
」
に
、「
平
成
二
十
六
年
度
に
」

を
「
平
成
二
十
九
年
度
に
」
に
、「
平
成
二
十
六
年
度
一
般
農
地
等
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
一
般
農
地
等
」
に
、「
平

成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
六
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
度
、」を
「
平
成
二
十
七
年
度
、」に
、「
平
成
二
十
四

年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
分
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
分
」
に
、「
平
成
二
十
六

年
度
分
」
を
「
平
成
二
十
九
年
度
分
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」

を
「
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成

二
十
六
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
四
年
度
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
」
に
、「
平
成
二
十
五
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年

度
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平

成
二
十
九
年
度
ま
で
」
に
、「
特
別
区
及
び
」
を
「
特
別
区
並
び
に
」
に
、「
区
の
区
域
」
を「
区
及
び
総
合
区
の
区
域
」

に
改
め
る
。

附
則
第
十
八
条
の
六
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
所
得
計
算
の
特
例
）

第
十
八
条
の
六
の
三

前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
道
府
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
法
附
則
第
三
十
五
条
の

三
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
未
成
年
者
口
座
管
理
契
約
（
第
四
項
に
お
い
て
「
未
成
年
者
口
座
管
理
契
約
」
と
い

う
。）に
基
づ
き
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
（
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て

「
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
」
と
い
う
。）の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
条
第
一
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
」

と
、「
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
」
と
あ
る
の
は
「
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
二
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
附

則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
二
項
」
と
、「
規
定
す
る
事
由
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
事
由
又
は
法
附
則
第
三
十

三
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
不
履
行
等
事
由
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
未
成
年
者
口
座
（
第
五
項
に
お

い
て
「
未
成
年
者
口
座
」
と
い
う
。）及
び
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
課
税
未
成
年
者
口

座
（
第
五
項
に
お
い
て
「
課
税
未
成
年
者
口
座
」
と
い
う
。）を
開
設
す
る
道
府
県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者

の
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
基
準
年
（
第
五
項
に
お
い
て
「
基
準
年
」
と
い
う
。）の
前
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
法
附
則
第
三
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
契
約
不
履
行
等
事
由
（
第
五
項
に
お
い
て
「
契
約
不
履
行

等
事
由
」
と
い
う
。）が
生
じ
た
場
合
に
、
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規

定
に
よ
り
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲
渡
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
五
条

の
三
の
三
第
一
項
」
と
、「
非
課
税
口
座
内
上
場
株
式
等
」
と
あ
る
の
は「
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
」と
、「
場

合
に
は
、
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
場
合
に
は
、
法
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

の
規
定
に
よ
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
未
成
年
者
口
座
管
理
契
約
に
基
づ
き
未
成

年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
の
譲
渡
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
附
則
第

三
十
五
条
の
三
の
二
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
五
条
の
三
の
三
第
六
項
」
と
、「
非
課
税
口
座
内
上
場

株
式
等
」
と
あ
る
の
は
「
未
成
年
者
口
座
内
上
場
株
式
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。




		2015-03-31T18:20:53+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




